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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公表番号】特表2008-533919(P2008-533919A)
【公表日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-033
【出願番号】特願2008-501981(P2008-501981)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/28    ３００Ｚ
   Ｈ０４Ｂ   7/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月8日(2008.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の処理要素（１１０－１～１１０－Ｎ、２００）と、１つまたは複数の再構成可能
な無線相互接続（１２０－１～１２０－Ｍ、３２０、３２２、３２４）とを含み、各処理
要素（１１０－１～１１０－Ｎ、２００）は、少なくとも１つの別の処理要素（１１０－
１～１１０－Ｎ、２００）と１つまたは複数の再構成可能な無線相互接続（１２０－１～
１２０－Ｍ、３２０、３２２、３２４）を介して通信するために適合され、
　前記複数の処理要素（１１０－１～１１０－Ｎ、２００）の各処理要素は、
　　１つまたは複数のマイクロアンテナ（２３０、４３０－１～４３０－Ｎ）と、
　　処理要素データ出力を表す１つまたは複数のＲＦ信号を送信し、さらに第１のデータ
リンクプロトコルに基づいて前記処理要素データ出力を変調するように適合されている１
つまたは複数の無線送信モジュール（２１０、４１０―１～４１０－Ｎ）と、
　　処理要素データ入力を表す１つまたは複数のＲＦ信号を受信し、さらに第２のデータ
リンクプロトコルに基づいて処理要素データ入力を復調するように適合されている１つま
たは複数の無線受信モジュール（２２０）と、をさらに含む、
再構成可能なコンピュータ処理システム（１００）。
【請求項２】
　前記複数の処理要素（１１０－１～１１０－Ｎ、２００）の各処理要素は、
　　少なくとも２つのマイクロアンテナ（２３０、４３０－１～４３０－Ｎ）と、
　　前記少なくとも２つのマイクロアンテナ（２３０、４３０－１～４３０－Ｎ）を介し
て送信するように結合され、各無線送信モジュールが、処理要素データ出力を表すＲＦ信
号を送信するように適合され、前記処理要素がさらに、前記少なくとも２つのマイクロア
ンテナ（２３０、４３０－１～４３０－Ｎ）により送信される前記ＲＦ信号の方向を制御
するように適合されている、少なくとも２つの無線送信モジュール（２１０、４１０－１
から４１０－Ｎ）とを含む、
請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　少なくとも１つの処理要素（２００）同士で１つまたは複数の再構成可能な無線相互接
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続（１２０－１～１２０－Ｍ、３２０、３２２、３２４）を介して通信するように適合さ
れ、
　１つまたは複数のマイクロアンテナ（２３０、４３０－１～４３０－Ｎ）と、
　処理要素データ出力を表す１つまたは複数のＲＦ信号を送信するように適合され、第１
のデータリンクプロトコルに基づいて前記処理要素データ出力を変調するように適合され
る１つまたは複数の無線送信モジュール（２１０、４１０－１～４１０－Ｎ）と、
　処理要素データ入力を表す１つまたは複数のＲＦ信号を受信するように適合され、第２
のデータリンクプロトコルに基づいて前記処理要素データ入力を変調するように適合され
る１つまたは複数の無線受信モジュール（２２０）と、を含む、
処理要素（２００）。
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